海外研修の記録 : グローバルスタディ1(韓国）の海外研修を終えて by 木村, 亮太
長岡大学生涯学習センター『生涯学習研究年報』第４号（通巻第 13 号）
− 71 −
　今回のグローバルスタディ（韓国）を履修したのは、權先生の担当する韓国語Ⅰ･Ⅱを履修していたことで韓国
への興味があったことと韓国語の集大成という気持ちがあったからである。
　参加するにあたって、私が始めに考えたのはパスポートの申請である。韓国へ行く日にちが近づくにつれてパス
ポートの取得方法を調べ、七月の下旬に申請をして八月の初めに受け取ることができた。思いのほか手間がかかる
ものだと感じた。
　そのほかにも、私は６泊７日の長期旅行を国内でも体験したことがないので、何から何まで初めての経験だった。
準備の上で一番気を使ったのは、もちろんパスポート発行だが、次に気を使っていたのは旅行鞄である。６泊とい
う長期滞在をしたことがなかったので何をどれくらい持っていけばいいかを考えるのに時間を浪費した。
８月30日（初日）
　新潟空港から９時30分発の仁川空港へ向けて出発してから約２時間の飛行の後、空港へ到着した。空港到着後、
空港からソウル市内へ移動中のバス車内から眺める韓国は新鮮なものだった。その移動中のバス車内から眺める韓
国は初めての海外ということもありとても新鮮なものだった。市内到着後、昼食を取るために予定の場所に到着し
たが、お店がちょうど改装中のため同じチェーン店が近くにあるということで市内見学を兼ねて歩いて移動するこ
とにした。移動中、市内ではイベントが行われており観光客らしい人も含め多くの人がいた。昼食（ソルロンタン）
は日本でいうとんこつスープにご飯、キムチといったとてもシンプルなものだったが、とてもあっさりしていてお
いしかった。
　昼食を取った後バスで移動し、観光客で賑う景福宮を見学した。観光地ということもあり多くの日本人観光客が
見受けられた。見学終了後、移動して冬のソナタで撮影に使われた昔の面影を残す路地を歩きながら市内を見学し
た。夕食を食べた後、観光客向けのお店が立ち並ぶ明洞を散策した。人ごみがすごい中、日本人観光客が先ほどの
景福宮よりも多いように感じられた。
〈写真１〉景福宮内で 〈写真２〉ソウル都心を流れる清渓川で
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８月31日（２日目）
　午前中、ホテルから安東へ移動後、浮石寺と河回村を見学した。
　訪れた所は両方とも景色が素晴らしくとても心地よいものだった。浮石寺は日本のお寺とはまた違った地形と建
物の作りをしていた。
　河回村は、当初は若干観光地として手が加えられているのだろうなと思っていた。しかし、現地の人から採れた
てらしいミニトマトをもらったことで、昔からこの村に住み続けている人がいることが分かった。現在では、この
ような綺麗な土地に住み続けられることがとても贅沢でとても羨ましいなと感じた。
　見学後、夕食を湖の側の食堂で食べた。夕食は、儒教国韓国ならではの食べ物で、法事（祭祀）が終わってから
一緒に食べる食べ物だった。夕食後湖で浮かべられた建物まで散歩をしながら夜景を楽しんだ。その後バスに乗車
し、厳しい山道を通って作家や詩人が作品を作成するために利用されるという民間の人が運営する宿舎にお世話に
なった。寝室は、オンドル（日本でいう床暖房）づくりになっていた。夏であったのに、山間部でもあったため夜
は寒くオンドルの温かさはとても心地よかった。
〈写真３〉浮石寺で 〈写真４〉屏山書院で
９月１日（３日目）
　前の晩は、夜遅くに到着したため宿舎周辺がどのようなものになっているのか見当もつかなかった。三日目の明
け方、靄
もや
が晴れるとともに宿舎からの素晴らしい景色が一望することができた。日本でのこのような場所に寝泊ま
りできるのは難しく、とても高価なものだと思われる。この体験は私にとって忘れられないいい思い出になった。
　お世話になった宿舎を出発し、先生の生まれ育った村を眺め、そして無形文化財がいる和紙工房を見学した。和
紙工房では実際の作業を見せてくれた。帰りには、お土産として出来上がったばかりの和紙をいただくこともでき
た。
　和紙工房を離れ、おいしい鶏肉料理を青松で摂った後、大邱に行き漢方を取り扱う漢方医院を訪れた。そこで、
私は診察してもらわなかったが、診察を受けた人によると良かったとのこと。そして、ソウルのホテルへ戻った。
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〈写真５〉知礼芸術村で 〈写真６〉安東から青松に行く途中で
９月２日（４日目）
　韓国の世界文化遺産の一つである水原の華城を見学した。時間の都合上、敷地の全貌を見ることができなかった
が、次回訪れた時には敷地内にある建物を全て眺めたいと思う。
　次に韓国民俗村を見学した。民俗村もゆっくりすることがあまりできなかったことが若干残念であったが、結婚
式のイベントや乗馬のイベントを見学することが出来たのでよかった。民俗村を見学した後、昼食を挟んで、韓国
では紫水晶がよく採れるということもあり陶磁器の町、利川へ移動の途中で「YOOSHIN」宝石店を見学した。一
緒に行った人たちの中には娘さんのお土産にネックレスや指輪などを購入していく人もいた。
　そして利川の壽安陶藝名品館を見学した。見学を終えて、先生の知り合いの陶芸家の方の店へ訪れた後、ソウル
市内へ移動した。
〈写真７〉水原の華城 〈写真８〉韓国民俗村で
９月３日（５日目）
　午前中に姉妹校の柳韓大学へ行き、当初は新型インフルエンザの影響で学生との交流はできず学内見学のみの予
定だったが、大学側の協力もあり予定通り学生と交流をすることができた。日本で言う短期大学と聞いて学校の大
きさに驚きを感じた。その大学を見学した感想として、とても設備が整っていていい学校に感じたが、屋外の通路
にゴミが多く落ちていたことには少し残念に感じた。いかに長岡大学が綺麗か実感できた感じがした。大学を出発
後、ソウル市内へ戻り、若干時間にゆとりもあったこともあり南大門を散策した。
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〈写真９〉姉妹校の柳韓大学で
９月４日（６日目）
　韓国のソウルの北約80㎞、京畿道坡州市に隣接する、また北朝鮮の首都平壌市の南約215㎞、開城市の南約８㎞
に位置する朝鮮戦争の停戦ラインである軍事境界線上にある板門店を訪れた。韓国、北朝鮮の兵隊を見ることがで
きた。韓国の兵隊は、北朝鮮の兵隊に威圧されないように、国境線を担当する兵隊は身長175㎝以上、国連軍と会
話が出来るため英語が出来るなどの条件を含めたエリートが担当している。そのためか、若干遠目からではあるが
北朝鮮の兵隊の身長が小さく見えた。その他にも、旅行者には厳重な注意事項がいくつかあり、日本ではなかなか
経験することができない緊張感を感じることができた。
　ソウル市内へ戻った後、韓国の書店や雑貨等が揃っている地下街を訪れた。日本ではなかなか見られないものと
して、日本で売られている漫画が表紙を変えて海外版として売られているコーナーと日本で売られている表紙で売
られているものが全く別の場所にあった。その後明洞にある韓国の芸術家・美術家が作成した土産店に行った。夕
食終了後、韓国ミュージカル「MiSo」を鑑賞した。ミュージカルは、昔からある弦楽器や木管楽器等を中心とした
もので韓国語がわからなくても十分楽しむことが出来た。
〈写真10〉板門店にて 〈写真11〉韓国ミュージカル観覧
９月５日（最終日）
　いよいよ最終日、国立民俗博物館と世界遺産である宗廟を見学した。その後、駆け足ではあるが、世界文化遺産
である昌徳宮を見学した。その後、空港へ移動し空港内の売店でお土産品を買うためいろいろな売店を見て回った
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のだがどこの売店にも多くの従業員がいて少し狭苦しく感じられた。旅行慣れしている人から話を聞くとそれは当
り前のことだという。ここら辺は、私が旅行慣れしていない証拠だろう。その後18：00発の新潟空港行きで新潟へ
帰ってきた。１週間ぶりの日本（新潟）の空気は優しく感じられた。
〈写真12〉昌徳宮にて
９月27日（打ち上げ会）
　一緒に旅行に参加した社会人の方のお宅で今回の旅行の締めを兼ねて会合を開いた。今思うと韓国での出来事が
懐かしく感じられた。また、会合を開いたことにより一段と今回の旅行に参加して良かったなという気持ちになっ
た。
〈写真13〉打ち上げ会で
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１週間を振り返って
　今回の旅行ではもちろん良かったことも多くあったけれど、残念なこともいくつかあった。
　良かったことは、今回韓国に行った人は引率の担当教員を含めて11人だった。そのうち学生は私を含めて２人で
その他は、社会人の方だった。そのため、当初は一般の方中心に回ってしまうのではないかという不安が少なから
ずあったが、社会人の方から積極的に私たちの方に話しかけていただき、楽しく過ごすことができた。
残念なことは、本来なら１日をかけて見学するところを、スケジュールの都合上全てを見ることが出来なかったと
ころがいくつかあった。
　以下は韓国で食べた料理の写真
　韓国料理
　韓国でお祝い事があると食べる料理（左上）と天然炭酸を使用した鶏肉料理。
焼き肉は美味しかったのだが量が多くて食べきれなかった。一人前（450g）
韓国独特の冷麺は噛みごたえがあった。 
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初日の昼食に食べたソルロンタン（左上）がこの旅では一番韓国という感じがした。
マッコルリ（左上）は濁り酒でありアルコールが利いているのだが、甘くて飲みやすかった。右上の料理は、ぺ・
ヨンジュンが訪れたことによって日本の雑誌でも紹介されるとのこと。
パッピンス（左上）は日本のかき氷の宇治金時に近い？でも抹茶は韓国では馴染みがないため使われていない。
韓国独特の黒いジャージャー麺（右上）はほんとに黒かった。
